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熊本大学教育学部教授
最終講義
■
平成２１年（２００９）３月２０曰（金）
｡
ハーン・レリーフ(熊本大学構内）
熊本大学
くすのき会館・レセプション・ルーム
－英語学徒の歩み（時の記１億）
[御挨拶］
親愛なる皆様に、
本日は最終講義の曰です。休曰にもかかわりませず遠方からも来ていただき感謝の
心でいっぱいです。ありがとうございます。
生れは神戸市です。概ね瀬戸内海や船の行き交う港を日々眺め、六甲山の麓で学
生生活を送りました。昭和４４年（1969）４月に熊本大学に赴任、途中フルブライト奨
学生、国際ロータリー財団の奨学生としての留学期間がありますが、今年で熊本大学
在職四十年になります。赴任の時は８月２０日まで授業が行われず、学内は学園紛争
のまっただ中でした。
研究に関しては国内外の優れた恩師にめぐまれ、今も感謝と尊敬の念でいっぱいで
す。学部のときは小西先生からはnon-nativeSpeakerの立場で曰本人ならではの研究
をし、先人に倣いながらも欧米の学者の真似ごとで終始しないようにとよくいわれま
した｡英語学を目指す人の基本として事例を大切にし、｢英語のことは英語に語らせる」
ことをモットーに用例をカードにとって分類・整理すること、書評をすること、調べ
たことを書くことを学びました。小西ゼミ第一期生として同期の友人と共に切瑳琢磨
した日々がいい思い出です。大学院では毛利可信先生からは英語の意味論・語用論の
手ほどきを受け、ヴイトゲンシュダインやバートランド・ラッセルの数理意味論を学
びました。成田義光先生からは当時としては最新の生成文法理論の手ほどきを受けま
した。
GeoffiPeyN・Leech先生は丁度サバティカルでしたがランカスターにおられたので
毎週一回一対一の指導をしていただくという幸運に恵まれました。先生の下で書いた
「複合語」の論文によって形態論に深入りすることになりました。この時期を境に語
形成の諸問題に取り組むことになります｡その後やがて『言語と認知』の問題に進み、
現在もレキシコンの問題を研究しております。
研究成果は継続して発表してきましたが、特に科学研究費補助金（科研費）や大学
からの出版助成によって研究は進みました。出版としては特に『英語接辞研究』（開拓
社：単著)、「現代英語語法辞典』（三省堂：分担執筆)、「ハーン曼茶羅』（北星堂：編
著）などが忘れ難いです。
教育学部英語科では「自らリサーチすること」と「英語力の向上」を一貫したコン
セプトとしてゼミ指導を行いました。学生には社会に出てその人格と専門性において
信頼されるに値する人材になるように、また生涯の良き思い出を多く作ってもらいた
く、発表を兼ねたゼミ旅行を毎年行い、卒論の製本を行いました。授業としては英語
学I、演習、講読、異文化理解、英語コミュニケーションなどの講義をさせていただき
ました。
教養部では教養の何たるかを考えました。既習外国語（英語）の授業に加えて大学
改革の一環として教養部改革の中で総合科目（現学際科目）の創出や模形のカリキュ
ラム作成にも参画いたしました。研究室にはいろいろな学部の学生が出入りし、落ち
た学生には「どうしよう会？」なるものを作り励まし合い、出入りしていた学生を中
心に詩歌の創作や評論などの小雑誌を発行して彼らに表現の場を提供いたしました。
､
１
事情があって学部の頃から言語病理学（言語障害学）の勉強をしていました。アメ
リカ留学での専攻は言語学ですが副専攻は言語病理学です。ここで幼児の言語発達、
言語と大脳、失語症、吃音、難聴、構音障害のなどの授業を受けていました。後に熊
本県言語障害児研究会を昭和４５年（1970）に組織して研究誌を出し、今ではそのメ
ンバーだった方々が学校の「ことばの教室」や病院の言語療法士（ＳＴ）として臨床
の場で活躍しておられます。後に『言語障害の診断と治療』（ナカニシヤ出版：共著）
を出すことは私の必然でもありました。
熊大にいてラフカディオ・ハーン（小泉八雲）と夏目漱石に関心を持ち始めたのは
教育学部に移ってからのことです。新たに「異文化理解」という授業を英語科で誰か
しなくてはならなくなり、たまたま私が担当することになったことがきっかけでした。
忘れられないこととして、平成１６年（2004）のハーン没後１００年のハーン・レリー
フの制作に当たっては全学の有志の教職員の協力が得られ、いつまでも残るものにな
りました。平成１７年（2005）と平成２０年（2008）には熊本大学から出版助成を得て
ハーン出版を行うことができました。
国際交流では昭和５０年代からボランティア的に留学生の世話と日本語教育に当た
りました。留学生センターはまだなく、全学で留学生数が４０人ほどの時代です。やが
て後に国際交流委員として大学としての国際交流の中・長期的計画の策定に関わり、
教員や学生の相互の受入れ・派遣に関与し、学部の国際交流委員長を拝命してすぐに
国際交流誌『水輪』を発行して将来への記録とし、英国、中国、韓国、台湾の大学と
の交流協定締結や継続の仕事に携わりました。最近のリーズ大学との交流協定締結の
ためにリーズに行って熊大を紹介、交渉したことが最後の仕事になりました。
教養部時代から続いていた分野の異なる先生方との「読書会」を２５年ほど続けまし
た。私にとってとても大切なひと時でした。毎週一度科学哲学的な論文や古典の名著
を読み合わせ、耳学問的に異分野からの貴重な話を直接聞く機会をもちました。この
ことが私の研究に少なからぬ影響を与えました。
アメリカ滞在中の日系移民の－世・二世の方々との出会いは大きな衝撃でした。戦
時中アメリカにあって彼らが引き受けざるを得なかった辛い経験は今もテーマとして
大切にしています。イギリスでロンドン漱石記念館の開館に立ち合せていただいたこ
と、お世話になったホストファミリー、ザルツブルグでの画家（彫刻家）や声楽家と
の出会いは大きな恵みでありました。特に文通の中で私の送った英詩にあるドイツ人
が作曲して楽譜が送られてきました。後に友人で熊本の音楽家の協力を得てコンサー
トを開くことができたことは忘れられぬ思い出です。
現在、大学は独立行政法人となり、研究や教育も厳しい環境におかれています。
地域貢献と国際貢献がキーワードです。今を踏ん張り、外部評価に耐えられるよう粘
り強いチャレンジ精神をもって良い、Ⅲｅｕを作り出していくことが大切だと思って
おります。大学におけるmilieuの大切さは２００１年に熊本大学に来られたノーベル・
ミュージアム館長リンキスト博士から直接学んだ言葉です。
日本に異文化が入ってきてその後どのような運命をたどったかというテーマで所縁
の場所を訪れ、随分と旅をいたしました。学生に連れて行ってもらった阿蘇（高岳）
登山がきっかけで山歩きにはまり、一時随分と歩きました。また毎年のゼミ旅行も!懐
かしく思い出されます。授業の最初のころに行う「立田山散策」は定年の最後の年ま
で一度も欠かしたことはありませんでした。
月並みですが「光陰矢のごとし」とはよく言ったものです。出来たことより出来な
２
かつたことへの不甲斐なさが残ります。持続する志が明日に向かう力となります。出
来なかったことを課題としてまた新たな気持ちで精進してまいりたいと思います。
流されていくがごとくに生きながら流れの中に打ち立てる杭
英語科の同僚の先生方、図書室の今村さん、卒業生そして現役の学生諸君、長い間
本当に有難うございました。英語教員養成の場で教鞭を取るという仕事を長年させて
いただけたことは恵み以外の何ものでもありません。状況は恒に困難です。その困難
な状況を引き受けてより良く生きることが人生だと思います。研究と教育を軸にこれ
からも熊本大学が、そして教育学部、そして英語科がますます充実発展していかれま
すことを心より祈念いたしております。
西川盛雄
平成２１年３月２０日
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memoranduml
（１）恩師(指導教官）
小西友七先生（神戸市外国語大学）
毛利可信先生成田義光先生（大阪大学）
GeraldSanders先生（米国：ミネソタ大学）
Geo缶ｅｙＮＬｅｅｃｈ先生（英国：ランカスター大学）
（２）LSASummerInstitute参加
マサチュセッツ大学（1974）
ハワイ大学(1979）
ザルツブルグ大学(1983）
バルセロナ大学(1989）
（３）奨学金派遣・留学
フルブライト奨学金（1973-1974）ミネソタ大学（米国）
ブリテイシユ・カウンスル若手英語教員研修派遣（1979）レデイング大学（英国）
国際ロータリー奨学金（1985-1986）ランカスター大学（英国）
（４）科学研究費補助金
.「ラフカデイオ・ハーンに関する比較文化論的研究』（分担研究者）
平成１２年～１５年基盤研究（B）
.『英語の形態論・意味論・語用論研究と辞書学に基づく「英語接辞辞典」の作成」
（研究代表者）平成１４年～１７年基盤研究に）
.『ラフカデイオ・ハーンのガラス乾板の判読、復元、日本語訳」（研究代表者）
平成１８年～２０年基盤研究（C）
（５）学会・社会貢献
＞学会
・日本英語学会々員（評議員:1995/4～2007/3）
・日本英文学会九州支部学会々員（評議員:2005/4～2009/11）
・熊本大学英文学会々員（会長:2005/4～2009/11）
・英語語法文法学会会員（1989/4～現在）
・日本語用論学会々員（1997/4～現在）
・日本英学史学会々員（2006/4～現在）
＞社会貢献（現在）
・熊本市立図書館協議会々長（2002/4～現在）
・小泉八雲旧居保存会理事（2005/4～現在）
・熊本八雲会副会長（2005/4～現在）
・熊本アイルランド､協会理事（1997/4～現在）
・夏目漱石内坪井旧居世話人（1997/4～現在）
・熊本大学学術資料調査研究推進室委員（附属図書館）（2002/4～現在）
.「草枕』国際俳句大会副会長・外国語部門選者(1996/4～現在）
４
（６）その他
○忘れえぬ人々（恩師・英語学関係以外；敬称略）
末石経近澤龍雄佐々木四郎魚津郁夫国弘正雄
小泉時小泉凡劉茂源神山五郎内須川洸川名子義勝
安永蕗子木下順二光岡明塚本邦雄稲畑汀子谷川俊太郎
本田節子吉増岡Ｉ造北御門二郎山崎豊子檜山茂住山貞_
マリア・フィッシャー、エファ・マツッコレイ二・（シェラム）・クエック
クラタ先生、田中欣二ジョン・イングルスルドマルフォード・シブレー
エンド－さんコト・キリハラさんスティーヴン・レティギ
○忘れえぬ絵画とステンドグラス~西川美術館？
＞東山魁夷平山郁夫葛飾北斎青木繁三橋節子ジョルジュ・
ラ・トウールフェルメールレンブラントペラスケスゴヤエ
ル・グレコムリッリョ、サルバドール・ダリ、クールベクロード・モ
ネルオーマグリットパブロ・ピカソマティスダ・ヴィンチ
ミケランジェロ
＞ナショナル･ギャラリー（ワシントンＤＣ.）メトロポリタン・ミュージアム(ＮＹ）
シカゴ・ミュージアム、フリーア・ミュージアム、ボストン・ミュージアム
テート・ギャラリー、ナショナル・ギャラリー（ロンドン)、ルーブル、オルセ
ー、ナショナル・ギャラリー（ウィーン)、プラド、レンブラント・ハウス、ゴ
ッホ・ミュージアム、ピカソ・ミュージアム、ダリ・ミュージアム、ウフイジ・
ミュージアム、システイーナ礼拝堂、東山魁夷美術館（長野)、石橋美術館（久留
米、東京)、西洋近代美術館（上野)、
＞シャルトル、ノートルダム、ウェストミンスター、ヨーク、カンタベリー、
サン・ピエトロ、フィレンツェ花の大聖堂、
○旅（異文化接触の痕跡を求めて）
＞臼杵・佐志生く黒島＞（日本で最初に英語の入った所;ＷＡｄａｍｓ)、平戸（イギリ
ス商館、１７Ｃ・の英語)、鹿児島（薩摩辞書)、中津（福沢諭吉、細川忠興・ガ
ラシャ夫人)、佐賀（鍋島直正、大隈重信、高島秋帆、江藤新平)、長崎（出島、
シーボルト)、平戸（イギリス商館跡、三浦按針)、北九州小倉・門司（森嶋外・ア
インシュタイン、門司駅)、下関（講和条約、壇ノ浦、赤間神官)、竹田（滝廉太
郎)、柳川・南関（北原白秋)、久留米（夏目漱石、青木繁・坂本繁二郎ら)、河
浦（グーテンベルグの印刷機、コレッヂオ)、本渡・原城・湯島く談合島＞・島原半
島（島原の乱)、大分く府内＞・津久見（大友宗麟)、宇土（小西行長)、水前寺
（ジェーンズ邸、熊本洋学校、熊本バンド、日本赤十字)、三角（三角西港、浦島
屋)、松山（正岡子規、夏目漱石)、大阪（緒方供庵：適塾)、札幌（北大、クラ
ーク先生)、旭川（アイヌ語（文化)、屯田兵)、函館（五稜閣)、萩（長州)、
小豆島、小樽（石川啄木)、盛岡（石川啄木)、仙台（支倉常長)、花巻（宮
沢賢治)、塩釜（塩の道)、平泉（藤原三代)、松山（正岡子規、愚陀仏庵、秋
山兄弟、種田山頭火)、長野（東山魁夷)、小布施（北斎)、伊賀（芭蕉生誕地)、
沖縄（琉球語、琉歌、首里城、戦跡)、静岡・焼津（久能山東照宮、ハーンバ富
山（へるん文庫、北前船)、犬山市（明治村)、松江・出雲・美保関（ハーン)、
５
比叡山（最澄)、高野山（空海)、飛鳥・斑鳩（飛鳥寺、法隆寺、渡来人)、大和・
河内（聖徳太子)、壱岐・五島（福江島)、
＞台湾（蘭ユー、ゼーランジャ城)、中国（上海一南京）スコットランド（エデ
ィンバラ、ハイランド)、アイルランド（ダブリン、アラン島、ゴールウェイ)、北
ウェールズイタリア（ローマ、ジェノヴァ、フィレンツェ、ミラノ、ピサ)、イス
ラエル（テルアビブ、エルサレム)、ギリシャ（アテネ、レフカダ島)、韓国（釜
山、蔚山、慶州)、オーストリア（ウィーン、ザルツブルグ、インスブルック)、ド
イツ（ウルム、ベルリン、ミュンヘン、ライプチッヒ、マイセン、フランクフルト、
ボン)、スペイン（バルセローナ、マドリッド、グラナダ、セピリア、コルドバ、ト
レド、モンセラート)、バスク地方（サン・セバスチャン)、オランダ（アムステル
ダム)、フランス（パリ）、スイス（ジュネーヴ)、
○登山(山歩き）
九重全山、阿蘇五岳、祖母山・傾山、由布岳、韓国岳、宝満山、国見岳
白馬山麓阿蘇外輪（冠山、俵山、鞍岳）雲仙岳
ウンター山（ザルツブルグ)、マッターホルン（ツェルマットから途中まで)、
モンブラン（ケーブル・ゴンドラ使用)、イギリス湖水地方の山麓、キラウェア
火山、ダイアモンドヘッド、ハイランドの丘陵、
○継続、
・立田山散策授業
○ゼミ旅行： 湯山（市房山)、高千穂、別府、九重（研修センター)、阿蘇（青年の家)、
黒川温泉、天草（松島)、天草（下田)、天草（牛深)、島原（研修センタ
ー)、由布院、長崎市、御所浦、唐津一呼子、壱岐（島)、杖立温泉、沖縄
（琉大)、五島（福江島)、五木村
○尊敬心と平和への願い
ＩＳＣ（国際学生会議）のこと（ひとつの挫折）
mpumanLibraryの記'億Kurata先生のことReikoShenumさんのこと
PearlHarborの記’億MulfbrdSibley先生のことBerlinの壁
釜山・蔚山のこと、「グランド・ゼロの歌」の英訳のこと
○特技
速記（中根式）
○いつまでも残ろもの
ハーン・レリーフ（皆さんのご協力で）
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認知と言語
＝＝語からみた英語の世界＝＝
、はじめに
○人間は科学によって幸福になることはできない。が、現代において、もし科学がなか
りせぱもっと不幸であったかもしれない。（アンリー・ポアンカレ『科学の価値』）
○理性の自己訂正というこの素晴らしい特性は推論のもっとも高級な種類である帰納
的推論においてのみ本質的で、内在的で、また不可避的であるように思われろ（チャ
ールズ・パース『連続性の哲学』）
○研学者は物理化学的科学から生理科学に入れば全然新しい部門の事実に入り込むこ
とは明らかである.….私の信ずるところでは､科学は修練されそして組織立てられた
常識に他ならない。．…（トーマス・ハックスレー「科学談義｣）
○併し総てのものの方法は同一である。①事実の観察②比較及び分類（その結果として
一般主題の提示）③推断（予知する）④検証（正しいか否かを確かめる)、斯くの如
きものが何であれ総ての科学の方法である。（トーマス・ハックスレー「科学談義』）
[2］英語学の仕事
・英語という言語現象に対して妥当な説明責任を果たすということ
（Why？‐--Because）の鎖
作業仮説（hypothesis）の設定とその説明的妥当性を求める
・言語の法則あるいは原理とは何か？（LmguisticDesignerとの対話）
・言語は人間にとって認識の反映かつ伝達の方策である。
＞認識のメカニズムーー認知構造、概念構造
＞伝達の原理（ⅢGrice，Ｊ､Searle，Ｇ・NLeechRLakofT・・・）
＞認知語用論：語形成、構文、コンテキスト
・言語能力とはどういう能力のことか？
＞自ら発した発話を話者自らの力で妥当性をもって点検できる能力
・Interlanguage（中間言語）についての認識の大切さ
・NativeSpealKerの言語的直感に迫る
[3］いくつかの「気づき」からの出発
(1)無生物主語から擬人法の研究へ（卒論の頃）
ａ､Hisvisitfrightenedme（Cause---Result）
bThevmageslept．’'inhabitantsinthevmage，,辞書記述への関心
（換嶮表現：メトニミー）
ｃ・Moneytalks． （隠楡表現：メタファー）
(2)文の意味決定は動詞が大きな働きをする
ａ・Tbomanycooks亘pgilthebroth（i卜,then~）
ｂ・Tbomanystudents山工malljong.．
(3)意味拡張はコンテキスト（contextualknowledge）に由来する
ａ・Ｈｅｈａｓａｇｏｏｄ山幽Q｣型｡Z、
９
ｂ・Heisawalking型垈１２｣ユュ皿．
(4)転換（Conversion、Zero-suffix）
aOnecontamedcoldcooked
の生産性
vegetablesandhewolfbdthem．（JC1aven
８ﾑｸﾞgzm）
blnwinterthecoldwas型fhﾕ9,andachill,palemghtfilteredinthrough
leadedwindows.(ibid.）
ｃ、Thoughmoneystmhelpsinthelastyears，1191型旦】山ginyourown
overseaspropertyhasbecomemuchmorecommon.(Newsweek５/26/03）
ｄＴｈｅｓｈｉｐ旦旦亘旦旦intotheseatryingtomakeway6(SMaugham,乃ｅＭ〕oｎ
ａｍｆＳｉｘＰｾ､Ce）
ｅ・WemusttrytoEU己｣Ef旦垈it.(Ｍ．Ｐei,AZlA6川Languag巳）〈stress-shift〉
ｆＨｅｈａｄｎｅｖｅｍＵＵｇＱ△ｍｅ.(EAPoe,Ｚｈ上sofFlgaz）
(5)altwaspleasantnottogetuptillonefbltinclinedandtobreakfblstin
pyJamas．（SMaugham,ZZlenlav巳/ＢｂｏＡｊ
ｂ、supperdinner＜転換語成立の制約条件＞＜blocking＞
(6)句が語になるときの条件
ａ・fbrget-me-nottouchme-not＜lexicalization:lexicalidiomatization＞
時制の無効化
ｂ・"HisfbLmilyalwaysblamesthewifb,"Sugandaexplainsm辿幽…】2．
数量詞の無効化（M9wSw'eeAう１１/25/029）
ｃ・aGod-is-deadtheology旦上ｴ】二二匹ﾆｭL-ivenesshisQl1-Ll1且_旦匹上speech
hisstandoffishattitude
(7)語が句を包含すること（恒常的）
ａａｈｅａｖｙｓｍｏｋｅｒ＆aheavywrestler
hatruckdriverachurchgoer
(8)接辞と文法化
・clock-wiseのｗｉｓｅは何？“onthiswise.，,＜Grammaticalization＞
・NowthebirthofJesusChristwasonthiswise.…ＭＥﾉVSM4ZItmbewl,1８
・・fashion・1ike‐person/man/Ｗｏｍａｎ・proｏｆ・scope‐worthｙ‐ｗright
(9)接辞の力
nothingnessの不思議
(10）同一語源結合の原則
unkind-*inkindinsane-*unsane＜・etymologicalprinciple＞
activity-activeness（activities？activenesses）
(11）造語と生き残り
beautifill（L+AS）とbeauteous(L+L）
(12）接辞の辞書記述
Anglo‐は接頭辞(prefix)それとも連結辞（combiningfbrm）？
ＡＨＤ,ＬＤＯＣＥ－Ｐｒｅｆ/Ｓｕｆ
ＯＥＤ,ＲＨＤ,ＯＡＬＤ,ＷＥＤ,Cobuild,…ＣＦ(CombiningForm）
他の接頭辞、接尾辞では辞書記述はどうなっているか？
・接辞項目、発音、綴り、語源、意味、下位範囑、語例、語法説明
「英語接辞研究」（開拓社：2006）
1０
(13）語形成要素と特徴
ＬＦ(LexicalForm),ＣＦ(CombmmgForm)＆ＡＦ(AffixalForm）
.ＬF:[+contentive]IClependent][+stressed］
.ＣF:[+contentive][+dependent][+stressed］
.ＡF:［contentive][+dependentl[-stressed］
steamboatcardiographuni句［LF+LFl［CF+CF］［AF+AF］
(14)語根(Root)を知る
・ａｄｍｉｔｃｏｍｍｉｔｅｍｉｔｉｎｔｅｒｍｉｔｏｍｉｔｐｅｒｍｉｔｒｅｍｉｔｓｕｂｍｉｔ
ｔｒａｎｓｍｔ［-mit-：送る］
・aggress(ive）congressCligressegressingressprogress
regressIgress-：歩を進める］
・deportexportimportpurportreportsupporttransport
Iport-：運ぶ］
。ａssignconsigndesignensignresign ［sign-：印を付ける］
signalsignatorysignaturesignifysignificantassignment
designerdesignateresignation
・involveevolverevolve／conduceinduceproducereduce
(15）形態論と語用論
Dimmutive(s）－－［+attitudmal],[+evaluativel[+intimate],[+subjective］
John-Johnny(ie）Anne-AnnieVictoria-Vicky(ie）
Ｔｈｏｍａｓ－－Ｔｂｍ－Ｔｂｍｍｙ＜cognitiveandpragmaticfeatureofdiminutives＞
(16）日本語の動詞複合語ｎＷ]と英語句動詞[V+P］
ａ.lﾕｴﾆｭ些些凶上型／nag-esute-ruthrowaway
harukimawar-uwalkaround
c・oremagar-uor-image-ru／＊oremage-ruor-imagar-u
Action-Hoｗ＋Action-WhatState
d・Johnoffedwithhiscoat・
Ｈｅｍｍ型andflewatme・
Ｔｈｅｔｒｕｔｈｗｍｏｕｔ．
△Ⅱ､Z且J2withthethief1
＞ofKawaynown,ｕｐなどのAdverbialParticleは動詞の機能をもつのでは
ないか？辞書記述はどうなっているか？
＞日本語のＶ１+Ｖ２の複合動詞は自動詞同士(vi+vi)、または他動詞同士(vt+vt）
が原則である。
＞Ｖ１+Ｖ２は一般的であるが同義でＶ２+Ｖ１の順序性はない（非逆位の原則）
tob-iagaru＊agar-jtob-u／nagesute-ru＊sutenageTu
（Cfこの逆位の組み合わせはあるが意味は全く異なる。
nuk-idas-u-das-inuk-u／kalKenuke-runukeka(ga)ke-ru）
(17）逆成（backfbrmation）
Hewasreallyanactiveandenergetic亘１２幽ｴ.(S・MaughamZ】henav巳I
BboAns）
(18）複合語の条件
ａ・ａｂｌｉｎｄｍａｎ
１１
ｂａｂｌｉｎｄｄｏｇ（greenhouseredcarpetbluepencil…..）＜compound＞
steamboattabletennisbulrseye
ｕ結び
＞科学的とは
①ThomasKuhnのParadigm（パラダイム）
②KarlPopperのFalsification（反証可能性）
③CharlesPeirceのAbductionの推論
④RoystonMRobertsのserendipityの考え方
＞科学の三つの相（変遷）
①自然科学：物理学天文学地学無機物
古代ギリシャーーコペルニクスーーガリレイーー
ニュートンーーアインシュタインーー
②生命科学：生物学生理学医学分子生物学有機体
ルネッサンス（ハーヴェイ）－－リンネーーメンデル
ジェンナーーーワトソン・クリック
③言語科学：言語学記号学数学記号（index,icon,symbol）
２０世紀（ソシユール）－－プラーグ学派一エスペルセン
ブルームフィールドーーサピア・ウォーフーーチョムスキー
－－Ｇ．レイコフ/ラネカー
認知科学脳科学主体の科学（メンタリズム）
(人間の意識から独立していない：主体・主観性の導入）
＞言語科学と詩学
日常言語を詩の言語たらしめる条件とは何か？（詩学への志）
Ｒ・ヤコブソン
1２
ラフカディオ・ハーンの遺産
[1］ハーン曼茶羅
・ジャーナリスト
・作家・文学者
・教育者・翻訳者
･科学ジャーナリスト
･民俗学者
[2］ハーンのミッション
・身体は西洋から東洋（日本）へ
.『心』はことば（作品）を通して「東の国から」西洋へ
[3］ハーン理解の二焦点モデル
・神秘的・土着的（ヴァーナキュラ－）
・合理的・科学的・実用的
文化
文明
Ｍ移動
・ギリシヤ（レフカダ）－アイルランド（ダブリン）時代（1850,6~1863）
・グラム（アショー：聖カスバノレト校）－ロンドンーシンシナティー
（1863,9~1877,10）
・ニューオーリンズ－西インド諸島（マノレティニク）－松江時代
（1877,10~1891,11）
・熊本一神戸一東京時代(1891,m~1904,9）
時代
[5］作品
新聞記事・エッセー：多数再話文学：『怪談」他小説：「チタ」『ユマ』
翻訳：モーパッサンドーデゴーティエゾラボードレールフローベール等
民俗学的所産：『ゴンボ・ゼーブ」「クリオール料理』等
書簡：チェンバレン先生西田千太郎大谷正信エリザベス・ピスランド
田辺勝太郎藤崎人三郎他
[6］影響を受けた人物
ヘンリー・ワトキンハーバート・スペンサーパーシバル・ローウェル
Ｈファーニー服部一三西田千太郎加納拾五郎秋月胤永ルドルフ・
マタスアドリアン・ルーケットＧＭケーブルエドガーＡ・ポー
ダーノ夫人オスカー・クロスピー
●
[7］特記事項
・ギリシャ正教で幼児洗礼（レフカダ：聖パラスケヴィ教会）
・母はギリシャ人、父はアイルランド系イギリス人で軍医（クリミア戦争）
・シンシナティで一度黒人のマティーと結婚、州法にそむき解雇、破綻
．「シンシナティ・インクヮイアラー」紙、「シンシナティ・コマーシャル」紙、
「アイテム」紙、「タイムズ・デモクラット」紙、『ハーパー」社
[8］結び
1３
